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このマークは社会福祉協議会
全国共通のシンボルマークで
す。手をとりあって、明るい
しあわせな社会を建設する姿
を表現しています。

社会福祉法人酒々井町
社会福祉協議会

e-mail:info@shisuisyakyo.or.jp　URL:https:// shisuisyakyo.or.jp
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〒285-0922  酒々井町中央台4－11　TEL:043-496-6635　FAX:043-496-5245

自分を守るカンタン防災！
　
３
月
16
日
㈯
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
主
催
の

「
防
災
講
座
」
が
中
央
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ

れ
、
37
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
と
同
じ
く
、
町
内
唯
一
の
防
災
専
門
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
住
み
よ
い
酒
々
井
を
つ
く
る

防
災
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
か
ら
、
日
頃
の

「
備
え
」
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
て
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
講
義
や
質
問
内

容
を
メ
モ
し
た
り
、
積
極
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

へ
参
加
し
な
が
ら
意
見
交
換

を
交
わ
し
て
お
り
、
熱
心
に

受
講
し
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
紹
介
】

・�

内
容
が
具
体
的
に
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
も

の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

・�

自
宅
の
防
災
用
品
の
見
直
し
に
役
立
っ
た
。
常

時
携
帯
品
は
参
考
に
な
っ
た
。

・�
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
で
炊
い
た
ご
は
ん
、
思
っ
た
よ

り
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

・�

勉
強
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
（
※
）
、
普
段
か
ら
備
え
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　能登半島地震で被災された皆さまには、心からお見舞い申し上げます。令和６年１月に発生した能登地方を震源とする地震で被災
された方々を支援するために、社会福祉協議会では義援金の受付を行っています。
　赤十字奉仕団、社会福祉協議会及び町健康福祉課では、１月30日㈫に㈱ナリタヤ酒々井店、㈱タイヨー酒々井店、ＪＲ
酒々井駅、京成酒々井駅のご協力により、その４ヶ所で街頭募金を行い、合計144,410円の義援金をお預かりしました。
　３月22日までにご協力いただいた義援金については、日本赤十字社千葉県支部へ全額送金しました。
　ご協力ありがとうございました。
　義援金の協力方法については次のとおりです。
①窓口受付　社会福祉協議会（町役場西庁舎１階）
②振込による協力【郵便局・ゆうちょ銀行】
　【口座名義】「日赤令和６年能登半島地震災害義援金」
　【口座番号】００１５０-７–３２５４１１
　【期間】12月27日まで
　《３月22日までに受け付けた金額》955,086円（街頭募金含む）

～令和５年度防災講座～

災害義援金のご協力をお願いします令和６年能登半島地震

（
※
）
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は
？

　
「
身
の
回
り
に
あ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

災
害
時
に
も
役
立
つ
よ
う
に
用
意
し
て
お
く
」

等
、
日
常
と
災
害
時
の
壁
（
フ
ェ
ー
ズ
）
を
な

く
そ
う
！
と
い
う
考
え
方
で
す
。
「
常
時
保
存

で
き
る
食
品
を
食
べ
た
ら
買
い
足
す
」
、
「
非

常
時
は
懐
中
電
灯
と
し
て
、
日
常
で
は
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
と
し
て
使
え
る
家
具
を
設
置
す
る
」
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

  防災備蓄品の試食
では、お湯で作る
「えびピラフ」が特
　 に人気でした。
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●京成佐倉駅徒歩４分
●24時間介護スタッフ常駐
●お元気な方も介護の必要な方もご入居できます

　  0120-83-7070
住　　所／佐倉市宮前 3-15-1
事業主体／株式会社JALUXトラスト

サービス付き高齢者向け住宅　　～ご高齢者のための賃貸住宅です～

ソルシアス佐倉

広告
ご見学承ります

　日常生活を送る上で十分な判断ができない方や、体の自由
が利かない方が、住みなれた地域で安心して生活できるよう
に支援する福祉サービスです。

＜サービスの種類＞
１．福祉サービス利用援助
　福祉サービスを安心してご利用できるようにお手伝いします。
・福祉サービスについての情報提供を受けられます。
・�福祉サービスを利用したり、止めるために必要なことを一
緒に考えながら手続きをします。

・�福祉サービスを利用して嫌なことがあったら、苦情解決制
度を利用する手続きをお手伝いします。

２．財産管理サービス
　毎日のくらしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
・医療費、税金、公共料金等を支払うお手伝いをします。
・�あなたの通帳から生活に必要なお金を払い出してお渡しし
ます。また、預け入れすることもできます。

３．財産保全サービス
　大切な書類や印鑑などをお預かりします。
※財産保全サービスのみのご利用はできません。
※宝石、骨董品、貴金属類、株券、有価証券などはお預かり
できません。
＜対象者＞　酒々井町にお住まいで、判断力が十分でない方や
体の不自由な方
＜利用料＞
【年会費】年間３，６００円
【料金】・福祉サービス利用援助・財産管理サービス
〈１ヶ月の支援時間〉　
　１時間30分未満　１，０００円
※以降、30分ごとに５００円加算
〈利用者宅までの往復の移動時間〉
　30分未満　無料　
　30分～１時間未満　５００円
　１時間以上　１，０００円
・財産保全サービス　月額２５０円
※相談や支援計画の作成は無料です。
※生活保護世帯は無料です。

日常生活自立支援事業のご紹介日常生活自立支援事業のご紹介

生活支援員を募集しています生活支援員を募集しています

　日頃のお悩みごとから法律に関わる相談まで、社会福祉協議会で
は町内にお住まいの方を対象に、毎週木曜日に相談事業を実施して
います。
　相談を受けるにはどちらも相談日の３日前までに
予約が必要です。
【相談日】
・心配ごと相談日　
　第１、３、５木曜日（専門相談員、民生委員）
・法律相談日　第２、４木曜日（弁護士、専門相談員）
　それぞれ13時～16時（１人あたり30分程度）
【料金】無料　詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

　日常生活自立支援事業利用者の自宅や施設を定期的に訪問
して生活費のお届けや公共料金等の支払いをお手伝いする仕
事です。
【支援内容】
・福祉サービスの利用に関する相談
・公共料金等の支払いや生活費の払戻し等の手続き
【応募要件】
・20歳以上、概ね70歳未満の方
・ボランティア活動や福祉に関心があり、平日の月１回程度
活動のできる方（資格や経験は問いません）
・普通自動車運転免許をお持ちの方
※現任の民生委員や訪問介護員は除きます。
※生活支援員として活動していただくにあたり、千葉県社会
福祉協議会が実施する生活支援員養成研修（１日間）を受講
していただきます。

　失業や収入減による仕事探し、借金・滞納による生活困窮、家
族の引きこもりなど、日常生活の困りごとを伺って、生活の立て
直しをお手伝いします。
　ご希望があればご自宅へ訪問いたします。
　仕事や生活で困りごとがありましたら、ぜひご相談ください。
・相談日　第１・３火曜日９時30分～16時
・相談場所　社会福祉協議会
・連絡先　さかえ・しすいワーク・ライフサポ―トセンター
☎０４３（３０８）６３３２　FAX　０４３　（４６０）９０４５

～あなたの困りごと　ご相談ください～～あなたの困りごと　ご相談ください～
生活困窮者出張相談生活困窮者出張相談

デマンド交通事業「しすいふれ愛タクシー」
　「しすいふれ愛タクシー」は、電話で予約すると、ご自宅から
目的地まで乗り合い方式で運行するタクシーです。事前に当会で
の登録が必要です。また、車内のウイルスや細菌による感染症対
策として、低濃度オゾン発生装置を各車輌に搭載しています。
【対象】　町内にお住まいで、ご自身で乗降することが可能な方
【運行日】　平日のみ　８時～17時（最終乗車は16時30分）
※スクールバス運行時は児童の利用が優先となります。
【運行区域・料金】　町内及び
さくら斎場　１人片道３００円
成田赤十字病院、日医大千葉北
総病院のみ特別運行　１人片道
５００円
※乗車料金は利用券での支払いと
なります。詳しくは、社会福祉協
議会までお問い合わせください。

「赤十字活動資金へのご協力をお願いします」
　日本赤十字社千葉県支部は、「災害からいのちを
守る赤十字」として、災害発生時や感染症流行下
における医療救護活動や救援物資の配布、平時に
は、いのちを救う救急法等の赤十字講習会及び防
災・減災活動の普及、赤十字ボランティアの育成
等の人道的活動に取り組んでいます。
　これらの人道的活動は、国や県からの公的資金によらずに、皆
様からお寄せいただく活動資金によって支えられています。
　つきましては、赤十字の活動をご理解いただくとともに、赤十
字活動資金へのご協力をよろしくお願いします。
【問い合わせ】日本赤十字社千葉県支部�☎０４３–２４１–７５３１
ＵＲＬ　http：//www.chiba.jrc.or.jp　�　http://fb.me.chibajrc/

心配ごと相談・法律相談心配ごと相談・法律相談
日頃のお悩みごとにアドバイス日頃のお悩みごとにアドバイス
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広告

　昨年12月にお願いしました社会福祉協議会特別会費の
納入にご協力いただきありがとうございました。
　ご協力いただいた特別会費は、一般会費とあわせて給
食サービスやボランティア活動の推進、各種相談事業な
どの地域福祉事業に活用させていただきます。
　なお、今回ご協力いただいた特別会員の皆様には、７
月１日発行の広報でご紹介させていただきます。

井戸っこ（しすいちゃん）会費募集中！！
　社会福祉協議会をもっ
と身近に感じていただ
き、充実した地域福祉事
業を行うため、『井戸
っこ（しすいちゃん）会
費』を募集しています。
　会員証として、井戸っ
こ（しすいちゃん）のピン
バッジを差し上げます。
　皆さんのご協力をお願いします。
【井戸っこ（しすいちゃん）会費】一口500円
【受付窓口】☆社協窓口
　　　　　　☆社協が参加するイベント会場

（
金
銭
）

▽
酒
々
井
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
14
万
６
千
１
６
９
円

▽
酒
々
井
聖
書
キ
リ
ス
ト
教
会　
　
　
　
１
万
円

▽
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
デ
ィ
１　
　
　
　
　
　
１
万
円

▽
匿
名
13
件　
　
　
　
　
　
４
万
３
千
３
８
８
円

合　
計　
　
　
　
　
　
　
　
20
万
９
千
５
５
７
円

（
物
品
）

▽
匿
名
2
件

　
紙
パ
ン
ツ　
６
袋

　
パ
ッ
ド　
　
10
袋

　
文
房
具　
　
１
式

（
Ｒ
５
年
12
月
22
日
～
Ｒ
６
年
３
月
22
日
受
付
分
）

（
一
部
広
報
ニ
ュ
ー
し
す
い
再
掲
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

家庭に眠っている食品大募集！
「第35回フードドライブ」

　ご家庭で不要な食品があればご寄付をお願いします。いただいた
食品は「フードバンクちば」によって、支援団体などを通じて福祉施設
や生活に困窮している方にお配りするほか、社会福祉協議会でも必要
としている方へ配布させていただきます。
募集期間　５月13日㈪～６月28日㈮
受取窓口　社会福祉協議会
寄付いただきたい食品
○穀類（お米、乾麺類、パスタ等）
※お米は令和４年・令和５年度産に限ります。（玄米可）
○保存食品（缶詰、瓶詰等）
○乾物（のり、豆など）
○調味料各種、食用油
○インスタント食品、レトルト食品
○飲料（ジュース、コーヒー、お茶等）
○ギフトパック（お歳暮、お中元等）
※注意いただきたい点
・賞味期限が明記され、かつ２ヶ月以上あるもの
・常温で保存が可能なもの
・未開封であるもの
・破損で中身が出ていないもの
・アルコール類は受付けておりません
問い合わせ　フードバンクちば　☎０４３（３０１）４０２５
URL：http://foodbank-chiba.com

　社会福祉協議会では、地域福祉活動を行う財源確保の
ための募金箱「ふくしの箱」の設置にご協力いただける
事業所・店舗を募集しています。
　現在、町内公共施設や協力店等18か所に設置してお
り、集められた募金は酒々井町の福祉の向上のために使
われます。
　詳細については、社会福祉協議会までお気軽にお問
い合わせください。

昭苑こども園アドベント献金昭苑こども園アドベント献金

『ふくしの箱』設置に
　ご協力をお願いします

№ 設置店名
１ 成田市農業協同組合　酒々井支所
２ ＪＡ成田市農産物直売所　酒々井店
３ 大谷屋酒店
４ スーパータイヨー　酒々井店
５ ＪＡ成田市　酒々井給油所
６ ㈲写真のヒガサ
７ 東酒々井郵便局
８ プリミエール酒々井
９ コミュニティプラザ
１０ 佐倉市・酒々井町清掃組合
１１ 酒々井郵便局
１２ 京成電鉄㈱鉄道本部車両部車両管理所
１３ マイ☆スター　酒々井駅前店
１４ ルーラル鍼灸整骨院
１５ 隣保館
１６ まるごとしすい
１７ 酒々井町シルバー人材センター
１８ 社会福祉協議会 　堀口学園�昭苑こども園様から、

こども園で実施されたアドベント献
金で集めたお金を今年も寄附してい
ただきました。
　寄附は代表５名の園児から直接斉
藤会長に手渡されました。
　この他にもたくさんの方々からご
寄附をいただいています。心のこもっ
たご寄附をありがとうございました。

アドベント献金とは？
　「アドベント献金」とはクリスマス（キリスト教）にちな
んだ慈善活動の一環であり、昭苑こども園では「わたしも小
さなサンタになろう」をテーマに、園児の皆さん１人ひとり
ができることを考え、貯めたお金を持ち寄っています。

広告

（公社）酒々井町シルバー人材センター
   ☎043−496−4077（土、日、祝日を除く）

URL http://www.shisui-silver.jp/

身近なお仕事のお手伝い
シルバーは安全・安心・安価です

お仕事依頼と会員募集中
（60歳以上で働く意欲のある方）

特別会費のご協力ありがとうございました特別会費のご協力ありがとうございました



4

2024.4.1／／第150号

この広報紙は、みなさまからの会費と、共同募金の配分金によって発行されています。

※CDに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。
大豆油インクで
印刷しています

【申し込み・問い合わせ】酒々井町社会福祉協議会　☎ 043（496）6635

広告

公式SNS更新中！　より多くの方に社協を身
近に感じていただくため、
社協ではfacebook及びX(
旧：twitter)を運用してい
ます。
　地域や社協の情報が盛り
だくさん！ぜひフォローし
てチェックお願いします！＜facebook＞ ＜X(旧twitter)＞

　２月７日㈬に、町ボランティア協議会主催の
「耳が聞こえない方への接し方講座」が中央公
民館研修室で開催され、15名の参加がありま
した。
　講師である千葉県聴覚障害者協会の髙橋さんは生まれつき
聴覚障害があり、日頃のコミュニケーションやろう者の生活
について、手話を用いた講義が行われました。
　実体験に基づいた講義を受け、参加者の皆さんからは「困
っている人がいたら、まずは動いてみようと思う」といった
感想が多く寄せられました。

　みなさんが気軽に集まれる地域のお茶の間・ふれあいサロン
「かざぐるま」に来てみませんか？
　ボランティアや参加者の皆さんと、お話ししながら楽しいひ
とときを過ごしましょう。
開催日時：原則毎月第１金曜日　10時～11時30分
場　　所：中央公民館講堂
料　　金：無　料（予約不要、途中入退場自由）

　１９８０年の創刊号より４４年が経ち、今号で
１５０号を迎えました。
　今後も地域の皆様の欲しい情報を発信できるよう努
力してまいります。

＜一言メモ＞
　手話ができなくても、筆記用具やスマー
トフォンで「どうしましたか？」と文字で
尋ねることができる人は多いと思います。
　気に掛けること、動いてみることがコミ
ュニケーションの第１歩かもしれません。

年間スケジュール

耳耳がが聞聞こえなこえない方い方へのへの接し方接し方講座講座

ふれあいサロンふれあいサロン「かざぐるま」「かざぐるま」からのお知らせからのお知らせ

令和６年
4 月 5 日 5 月 10 日 6 月 7 日
7 月 12 日 8 月 2 日 9 月 6 日
10 月 4 日 11 月 8 日 12 月 6 日

令和７年
1 月 10 日 2 月 7 日 3 月 7 日

　災害時要援護者支援ボランティア会
（災援会）は、大規模災害が発生した

際に避難所での避難者の健康管理、トリアージ、日常生活支援
等の補助を目的に平成28年７月に発足し、現在、看護師、栄
養士、介護福祉士、介護支援専
門員等の資格保持者11名で構
成されています。
　災害時の避難所で、避難者の
様々なニーズに対応できるよ
う、会員を募集しています。ぜ
ひ加入をお願いします。

災害時要援護者支援ボランティア会
会員募集中！

季節にあわせた
イベントも実施
しています！

　ひとり親家庭のみなさんや寡婦の方々が集い、語
り合い、励ましあいながら福祉の向上や親睦を図
り、幸せづくりに皆で取り組んでいく自主的な団体
です。
　若年母子会では夏休み親子ふれあい旅行やクリス
マス会、ボーリング大会等のイベントを実施しています。
　また、寡婦会では親睦旅行やお食事会、観劇会で交流を深め
ている他、会の運営のため、お花の販売やエコトピア酒々井で
臨時喫茶店（※現在は休止中）を開き入所者の方との交流も行
っています。　
　白ゆり会は、私たちの会です。ひとり親家庭や寡婦のみなさ
んの入会をお待ちしております。

　白ゆり会　会長　青木�悦子
※若年母子…18歳以下の子を養育する母親とその子ども。
※寡婦…夫と死別または離別し、子が独立している再婚してい
ない女性。

白ゆり会白ゆり会
（酒々井町母子寡婦福祉会）（酒々井町母子寡婦福祉会）

会員募集中！

編
集
後
記

　１月31日㈬に町ボランティア協議会の視察研修が５年ぶり
に開催され、23名の参加がありました。
　当日は天気にも恵まれ、午前中の羽田空港の自由散策では滑
走路を見学したり、思い思いに買い物を楽しみながら交流を深
める姿が見られました。
　また、午後は、そなエリア東京（東京臨海防災公園）を視察
し、国や地方自治体の支援（公助）が届く「72時間」を生き
抜くための知識についてタブレットで学ぶ「東京直下�72ｈ�Ｔ
ＯＵＲ」を体験しました。災害発生時を想定した展示を見なが
ら、参加者は真剣に取り組んでいました。
　ボランティア意欲の向上にもつながる、実りある視察研修に
なりました。

ボランティア協議会ボランティア協議会 視察研修を実施しました視察研修を実施しました


